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ククサダモの綱にヤマシロオニダモ 

クサグモの網に驅を引かけてやると，輿の方から出,て來て引ずり込むのが面 
もさに時々いたづらをして見る力く，或る時ャマシロォニグモを夺つて見を。す 
ると奥からおて來をクサグモカ;，最初は穩踐して居た様であつた力;，やがてフ 
ルスピードでをの周圍をグルグル走りけ i した。そして一禮り毎にホをの肢を二 
本宛眼にも止まらぬ早業で顿み切り遂に達摩の薇にしてしまつを0をれから落 
着いて奥座敷へ招じをのでをつを。肢さへもいでしまへば抵抗されないと知つ 
てか知らでか侧口だなと感樊しないわけには巧かなかつを 0 
クコガネグモとヤマシロオニダモ 

ャマシ0ホニグモこを災難である。然し科擧者の慾を滿足させる爲には我慢 
して賞ひたい0 

コガネグモの 網に ャマシロホニグモを引 掛けたらどう して 步くだらうかと思 
つてやつて見ると，網の眞中に澄まして居た御お 人が をの 方へ 頭を巧けると前 
狡で網を ブル ブルと振つ て 落さうと試みを C 次:して近づかうとはしない。これ 
が琵蟲であつたら早速やつて來るのであるう;蜘蛛と昆蟲とを見分けるのはえら 
いことだ0 

ぐ蜘蛛の聽器は綱に非ず 

小が榮巧はその著 〔 P . 170) に巧の新說として次の如 < 述べて居られるが， 
筆者は同意出,來ない。 

"おは蜘辣の黯覺は體の謗官にあらず，其©網の放射狀に張られをる間に横に 
引ける各絲ががも弦の如く，其の長短を異にしをれぞれ別の音波に共鳴振動 
する。之を比較的敏感なる觸覺並に體を般感覺（高等動物の部位覺，筋疆平 
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均感覺を併せるもの） に 感動する0リズミカルな音樂が彼に快感を與へるの も 
皆此の理由である0 

(中略）余はヘルムホルツ巧の弦織筋の代りに，クモは絲の共鳴なりと說< 
のである。尙新說であるから擊者の批正をあふぎたい〇である。 （1935 小松榮 
研究)" 

絲に音波を感受して共鳴すると偃をするならぱ，をの絲は常に一をしを繫張 
度と長さと太さとを具有して居なければならない。然し乍ら蜘蛛の網は場所に 
應じて適をの大きさに自曲に張るのでをつて，且つ極めて彈力に富んで居るか 
ら， をとへば音波が傅つてもをれを吸收してしまみことは明かである0音波と 
霄波とはをの機な差異がをるから，伸縮自在な蜘蛛絲では役に立をない。 

然し乍ら機械的に受けた振動は完をに中と、に巧つて傳播するのであつて，展 
蟲が掛つを踢合前脚に傅る振動の方向に依て蜘蛛は完全にをの位置を知ること 
が出來るのでをる。針にか、つを魚の振動が絲から釣竿を傳つて手に感ずる〇 
とをく同樣である。をれでをるから他の蜘蛾等を則かけた時と，属蟲がか、つ 
を時とは自ら振動に相違があるので，蜘蛛には感じで判るのである。網はどこ 
までも補蟲器と見做すベきごあつて，聽覺は少 < 共觸毛或は皮腐に依て巧はれ 
ると考ふべきである。化の新說を證明する爲には網を張らない他の《くの蜘蛛 
も合せて研究する必雲もあることであるし，物理的に蜘蛛網を實驗研究してど 
の程度で共鳴するかを調べることも必耍で，前に述べられただけの御說にはを 
然同意が來ないので化處に著馨を拜讚し批おを希璧せらる、文意を講んで意 
見を公表ずる次第である0 

原 稿 黨 集 

本誘第二卷第ミ號ぶ第四號の巧稿起！！ります〇薄 S 靡に八月ドなに若手数し巧；思ひ 
ますので间巧二十日頃までに，第四號の巧は九月下化までに御送附願上まず〇夏季か暇の 
紀行文でも結 儀で ずから是非御资搞下さい〇 简八巧 中のを稿:了讓務巧 宛 •- して 下さ ろ踐 
额注意願ひまず〇 C 植が記） 



